
　昨年も新型コロナウイルス感染症が世界的に猛威を振るい、三密の
回避など「新しい生活様式」の実践等により、これまでの日常生活から
大きく変化した一年であったと思います。
　新たな変異株の発生によりまだまだ予断を許さない状況下であり、
引き続きの感染予防策の徹底をお願い申しあげますとともに、ウィズコ
ロナ・アフターコロナを見据えた経済対策の本格化等に努めてまいりま
すので、本年も変わらぬご指導ご支援をお願い申しあげます。
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樹神義和
誰もが魅力を実感できる“愛知”を目指して！！

新型コロナウイルスの脅威を乗り越え、
更なる飛躍に繋がる一年として行きましょう。

愛知県政トピックス①

「あいち産業DX推進コンソーシアム」が  
設立されました。

　少子高齢化による労働人口の減少や新型コロナウイル
ス感染症拡大を契機とした新しい生活様式への移行など、
環境変化に対応し国内産業が発展していくためには、デジ
タル技術を活用していくことが重要となっています。
　しかしながら、国内有数のモノづくり産業を誇る地域であ
り、多くの中小企業が地域のモノづくりを支えている本県に
おいて、約８割の企業でデジタル化が進んでいないという
調査結果があるなど、地域のデジタル化・DX（デジタルト
ランスフォーメーション）が不十分であるのが現状です。
　こうしたことから、県内企業がDXへの理解を深め実践す
ることを促すには、地域の経済団体・大学・金融機関・行政
等が一体となって連携し施策を展開する必要があり、昨年
11月に「あいち産業DX推進コンソーシアム」が設立されま
したが、今後は本コンソーシアムが核となって地域一体と
なった施策展開や支援機関との連携が図られていくとの事
なので、その活動を注視してまいります。

イノベーションの創出

スタートアップ
原動力（起爆剤）

デジタル
技術を用いた
県内既存企業
の変革

横展開のための導入支援

DX途上企業
（デジタライゼーション）

DX未着手企業
（デジタイゼーション）

DX企業
試行・実証の支援

実証ワーキングの組成支援 等

伴走・横展開

企業マッチング支援

普及・理解促進

人材育成支援

コンソーシアムを通じた横展開 等

モデル実証事業 等
デジタル技術活用の経営者向けセミナー
愛知県デジタル技術活用相談窓口を
通じた支援 等
社内の各階層向け研修
（幹部社員、開発リーダー）
企業の若手技術者向けアイデアコンテスト

あいち産業DX推進コンソーシアム（11/5設立）
～地域の産・学・行政一体となった施策展開プラットフォーム～

地域一体となった施策展開、支援機関の施策連携

データ活用
オープンイノベーション

実証機会創出

▲企業毎のデジタル化のフェーズに応じた支援施策を展開

支援機関側

会長
（名古屋国際工科専門職大学　学長）

顧問
（愛知県知事）

副会長
  （愛知県商工会議所連合会、中部経済連合会、経営者協会、 愛知県、あいち産業振興機構）

事務局
（あいち産業振興機構）

組織体制

【活動内容イメージ】
○地域一体となった施策展開
　 ・ セミナー ： IoT等の活用策、人材育成等
　 ・ マッチング（個別･ピッチ） ： IT企業等のデジタルツール
　　　　　　　　　　　　　　提供企業と製造業等
　 ・ ワーキングの開催 ： モデル事例の創出･横展開
　　　　　　　　　　　実証実験（スマート工場等）
　 ・ 情報発信 ： DX関連情報の発信　等
○支援機関の施策連携
　 ・ 支援機関の施策整理
　 ・ その他連携事業の検討　　　　 等

行政機関 支援機関 業界団体 教育機関 金融機関 製造業等 IT企業等



議　案
　11月29日～12月16日までの会期で11月定例議会が開催され、新型コロナウイルス対策を含む
「一般会計補正予算案」を中心に審議し、全ての議案を可決承認しました。なお、継続審議となってお
りました令和２年度決算（詳細は４頁に掲載）関連も全て認定しました。

　新型コロナウイルス感染症の克服に向けて、引き続きオール愛知で一丸となって取り組みを進めるため、重点医療機関患
者受入体制確保推進費補助金の増額など、切れ目なく対策が行えるよう取り組むとともに、申請実績に基づく感染防止対策
協力金の減額により、令和３年度に入って総額5,615億円（内、11月定例議会では△1,215億円）を可決しました。
　なお、感染の急増や経済の急変に対応し、臨時・緊急に実施すべき対策については、状況に応じて今後も機動的に対応して
まいります。

１ 感染拡大防止や医療面での対策

補正予算の3つの柱

感染拡大防止に向けた施策や医療提供体制の
更なる強化のための取り組みを実施
●重点医療機関患者受入体制確保推進費補助金
●ワクチン大規模集団接種会場運営費　等

２ 県民生活への対策
県民生活への影響を最小限に抑えるため、
様々な側面から対策を実施
●PCR検査無料化事業費
●生活福祉資金貸付事業費補助金　　  等

３ 経済対策
企業等の経済活動への影響を最小限に
抑えるとともに、経済活動の回復や強靭な
経済構造の構築に対する支援策を展開
●愛知県中小企業者等応援金　　　　  等

代表質問
　11月定例議会では自由民主党・新政あいちの2会派が代表質問を行い、新政あいち県議団からは
政策調査会長の日比たけまさ議員（春日井市選出・3期）が登壇し、新型コロナウイルス感染症対策
をはじめ、直面する県政諸課題について質問を行いました。

第５波までの対応を踏まえた今後の保健所の役割について主な質問

Q 新型コロナウイルス感染症の第５波までの保健所の取り組みについて検証し、
次の大規模な感染にどのように備えていくのか？

答弁する大村知事

　新型コロナウイルス感染症の第５波では、感染力が強いデルタ株の広
がりにより新規陽性者数が急増し、県保健所では感染源の推定などを

行う疫学調査や自宅療養者の健康観察、入院調整などの業務量が大幅に増加した。
　この事態に対応するため、県及び各市町村から最大180人/日の応援職員を配置し
たが、感染の拡大スピードが応援職員の配置より速かったため、配置するまでの間、
保健所に過重な負荷が生じた。
　そのため、今後は初回の健康観察については保健所職員が行うが、軽症者や無症
状者の２回目以降は外部委託を進め、より専門性が必要な疫学調査や入院調整業務
に保健所職員が従事できるようにするなど、保健所の機能強化を進め、新型コロナウ
イルス感染症に対する医療提供と通常医療の両立にしっかりと取り組み、県民の皆様
の生命と健康を全力で守っていく。

大村知事
 答　弁

新型コロナウイルス感染症緊急対策（予算）について主な議案

（参考）新型コロナウイルス感染症対策予算額
  予算額 　  　

 令和元年度 20億円
 令和2年度 4,519億円
 当初予算 1,311億円
  5,519億円
令和 11月補正① 13億円3年度

 11月補正② ▲1,689億円
 11月補正③ 461億円
 合　計 1兆 154億円

補正予算
（4月～9月）

委員会
　11月定例議会の建設委員会において、委員会に付託された議案を審議するとともに、昨年12月
より始まりました「MaaSの社会実装に向けた実証実験」を中心に、県としてのMaaSへの取り組みに
ついて質問を行いました。

【主な減額理由】
予算立案時は愛知県感染防止対策協力金の対象店舗数を県内全て
の飲食店数（40,000店舗）としていたが、実際の申請数は最大で約
33,000店舗（約８割）であったため。

名古屋東部丘陵地域における実証実験の概要について主な質問❶

Q 秋のジブリパーク開業を視野に入れ、今年度は名古屋東部丘陵地域において
12月1日から1月末までの期間で実証実験が行われているが、その実証実験の概要は？

　実証実験で提供するサービスとしては、「my route」というアプリケーションを活用し、マルチモーダル
ルート検索、混雑情報の提供、チケット購入・予約・決済、観光情報・地域情報の提供が行われており、マルチ

モーダルルート検索では鉄道、バス、タクシーなどの公共交通に加え、パーク＆ライドを含めたマイカーやレンタカー、カー
シェアなど多様な交通手段の組み合わせによる移動経路を提案している。

　また、混雑情報ではリニモの藤が丘、愛・地球博記念公園、八草の各
駅構内の混雑情報や道路渋滞情報、駐車場の満空情報を提供しており、
チケット購入・予約・決済では愛知環状鉄道の１日乗車券を購入してデ
ジタルチケットとして利用したり、タクシーやレンタカー・カーシェアに
ついては経路検索結果からアプリ間連携により予約・決済等も行える。
　更に、観光情報・地域情報についてはアプリ内に開設する特集ペー
ジから取得できるようにし、沿線の観光・商業施設において使用できる
デジタルクーポンの提供も行っている。

都市・交通局
答　弁

MaaSの社会実装に向けた今後の対応について主な質問❷

Q 実証実験における利用予測と評価方法、更には評価を通じて県下全域における
ＭａａＳの社会実装に向け、今後どのように取り組んでいくのか？

　実証実験では新規ユーザー数として5,000人の獲得を目指しており、広報誌などを活用した周知をはじめ、
地域や大規模施設でのイベントへの出展、鉄道各社の駅構内や車内での広告掲出などの広報を行うなど、よ

り幅広い層に利用いただけるよう取り組みを進めている。
　また、評価にあたっては各サービスの利用状況によるニーズの把握のほか、サービス満足度や
必要となるサービスに対する意向などを把握するとともに、実証実験に参画した事業者に対して採
算性など自立的な運営を可能とするための解決すべき課題についてヒアリングを実施予定である。
　なお、実証実験の実施では産学行政で構成するＭａａＳ推進会議において、実施内容等の協議を
行いながら進めており、実施結果についても同会議に意見等をいただきながら、社会実装に向けた
課題の抽出・解決策の検討を行い、ＭａａＳの広域展開に繋げていく。

ジブリパーク開業は、連携する他の交流施設にとってもこれまでにない千載一遇の
チャンスであり、県庁内だけでなく広く周辺市町や産学行政の連携による｢オール
あいち｣でMaaSの社会実装に取り組んでいただく事を強く要望しました。

都市・交通局
答　弁

MaaSとは？
　「Mobility as a Service」の略であり、地域住民や旅行者の
移動ニーズに対応して、複数の公共交通やそれ以外の移動サー
ビスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行う
サービスであり、目的地における交通以外とのサービス等との
連携により、地域の課題解決にも繋がる事が期待されています。 建設委員会の開催風景

樹神

◀インターネット上における「my route」の紹介画面
　　　　https://www.myroute.fun/aichimaas/

ウィズコロナ・アフターコロナ時代を見据えた地方創生の推進へ令和3年11月定例議会



こたま　豊田市
http://www.kotama.net/

検索

『こたま 義和』に対するご意見・ご要望をお待ちしております。
また、ホームページにて日頃の活動内容をタイムリーにご紹介させて
いただいております。 是非一度アクセスしてください。

主な活動内容 2021.10～12

10月
14日

10月
30日

10月
15日

11月
14日

10月
21日

11月
28日

「令和2年度一般会計決算」について「令和2年度一般会計決算」について「令和2年度一般会計決算」について「令和2年度一般会計決算」について
愛知県政トピックス②

　令和２年度決算のうちの一般会計においては、県税収入などが減少したものの、経費の節減や新型コロナウイルス
感染症の影響による不執行事業の補正減、更には県債を最大限活用した財源確保により、財政調整基金及び減債基金
（任意積立分）の取崩しを全額取り止めた上で、令和元年度に引き続き実質収支が黒字となりました。
　しかしながら、本県財政は単年度の
歳入だけで歳出を賄えない厳しい財政
状況が続いており、今年度当初予算に
おいても、多額の収支不足に対し、県債
を活用した財源確保を行うとともに、多
額の基金の取崩しを行うなど、2か年に
わたる財源調整により対応しています。
　このように、極めて厳しい財政状況で
はありますが、新型コロナウイルス感
染症の克服、さらにウィズコロナ・アフ
ターコロナを見据えた幅広い施策によ
り、産業の活性化や雇用の維持拡大を
図り、税収の回復・確保につなげ、健全
で持続可能な財政基盤の確立を目指し
てまいります。

連合愛知豊田地域協議会による
　 地域貢献活動（除草等）を激励

愛知環状鉄道に対する支援の充実
に向け、沿線市選出議員連絡会にて
大村知事に要請

豊田青年会議所
　　創立60周年記念式典に出席

みよし市長選挙を激励
　　　　　  （小山祐氏が初当選）

全トヨタ労連地方議員連絡会として、
大村知事にカーボンニュートラル等
の推進を要請

豊田市文化振興財団大会に出席

歳入
2兆8,552億円

県税
41％

教育費・
スポーツ費
18％公債費

13％

県債
12％

福祉医療費
21％

警察費
　　　6％

農林水産費 3％
その他 1％総務企画費 3％

諸支出金
17％

経済労働費
10％

建設費 8％

国庫支出金
17％

地方消費
税清算金
11％

地方譲与税 4％
地方交付税 3％
使用料及び手数料 1％

その他 2％

諸収入 8％

歳出
2兆7,948億円

県税の内訳

県債残高の推移

県民税　・ 個人　　 3,183億円（＋　 66億円）
　　　　・ 法人 　　 374億円（△　241億円）
　　　　・ 利子割　 22億円（＋　 3億円）
事業税　・ 個人　　 146億円（＋　 2億円）
　　　　・ 法人　　 3,023億円（△　227億円）
その他（地方消費税・自動車税等）
　　　　　　　　　 4,805億円（△　 56億円）
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
 合計 1兆1,553億円（△453億円）
　　　　　　　　　　　注：カッコ内は対前年度の増減を表す

注：令和元年度までは決算額、
　 令和2年度は決算見込額、
　 令和3年度は当初予算ベース。
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■特例的な県債
■通常の県債

Facebookでは
更に詳細な

活動報告をさせて
いただいておりますので、

是非フォローを
お願いします。


